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おめでた（出生）

　癒ちゃん　蕩橋雄一

かいと

海菩ちゃん　小見濤則

う～れを（①0、ぼ（ごこつひろ（れご

カニちPつαたホ。プ）二εれもδレれな

そろっこう～れそ（しこひる①ガなあ。

下籔漉（由の根）

獅　山　（天上原）

湯の島〈下大手〉

藤　禽（締の木〉

おくやみ（死亡）

相澤　テルさん　88歳

躍お拳　昭…・さん　55歳

1短ほマツノさん87歳

出撒　利次さん　75歳
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＊5月搬から5月31日までの鰯出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、屑綴の隣

　に窓資にお謡ください．

ふせさりなさん
（雷根・渋溝働地〉

う2れを（（2行っこ窃べれむう震べこるご〔≧ろ。

りイニンナ・一が（ごっこもおし、しガった。

し、っ1まひ歩し、たσ）ご、な汽きガった《ス。

　　　　　　　　5月3玉黛現荏

総人口　3，捻4人（一5）

　　男　墨，507人（＋！〉

　　女　三，6！7人（一6〉

世帯数　ま，！09戸（÷王〉

　　　　（）内は筋月との姥較
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　　町民憲章　昭購7朧
　わたしたちは松之由町毘です。郷恋を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

簿罠の禽書葉

　　圭、美しい縁と雪の中で

　　　　　　　　心豊かな人になろう

　　ま、ブナの携が触れ合うように
　　　　　　　　連体の心をもとう

　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　　翻造のヵを高めよう
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鐸灘織懇譲．愈灘鑛難誰　～毎地鼠で行われたものを項目ごとに報轡します～　勤P2～3

醗灘綴薯鞠熱噂1灘箋1釜雛鶴覇酪地礎動会が行われました～郷

罫轟慧撫1薄轟灘裟霧嚢魏愚舞潅　～鍵ざ滴防腿を紹介します～　》P7

ギ霧饗欝1で熱．無く藩　～簿老人クラブ連倉会が2乃本の花を植えました～　籍Pi（｝

懸鷺薦韓，験汽攣講　～松中3年生、松筒で半段入学を体験～　籍P慧



　
　
　
　
鶏

礁
　　　灘懸絵定磁線叢糞工箏欝鰹鰹鐙滲峯駈撫雛葎優蝿
　　　して墾懸が、凱藤発了濠饗の醸鐡講〉いてふ醗
　　　無てい駆（轍窺鐵鵡難〉

鞭建灘顯搬凱、鞭のないよう勤する．

磯
　　　蔑購凱錘進んでい観簸藩蟻鱗遜欝翻こ艶疑饗
　　　鑑落婁認嬢憲慧い搬濠豊穣講し℃欲瓢ノい、、

　　　磁欝趣麟
鞭棚するの鵬蹴欝たい．

【県道松代松之山線改良について（州手地区〉肇

嚇　　　驚了難農：麟嚢撫撮鎌から箋7鱗雛果箒たと
　　　舞籔、て驚も、てい蚤9

嚢　　　完了葎度が婬ぴたのは単年度予算が減額されたことが
　　　漂鶴と闘いた。県に強く要藻していく。

嚇　　　ウ鯵轡ゼンマイ隷どの補濃1蔚簸綱が億墾、と

　　　騰いたが．ど歎な艶℃い懲のか⇔

鐵　　　林業工事では例があるので、その内容に準じるよう要
　　　望する。

磯　　　頚獄灘欝は灘鍛難が遊融こ落等窒懲藤驚蕪繰轍
　　　甕鷺管璽蟄篇た熱どう獄っ℃雛愚の毒鑑慕

職法線は変えないで・道購蹴灘した騰え驚巻・

燃　　　工轟に孫愚脇鍵灘讐繊わして墾、葛磁鶴轡ら轟鴛
　　　い隷いウ蝿とか無寒飲しい誉

職当然鵠べきこと勧で、離認する．

1棄落内跡道について】

講　　　購逢峯の嶽線離授ヱ毒の羅簸輿溌嶽（，〈窮1響地欝〉

　　　県のr輝く緑連邦」第2期箏業で採択されている。今年

雄　　　度は測簸を行い実施設計まで行う。工箏は遅くとも王7
　　　年度までには兜了する計藤である。

鰍潔欝鼎騰鍵脚
嚇　　　篇ツ懇纈轍購よ雛醜綴の灘鍵籠蜜釜と霞うことだが、
　　　蔽鍵の鍍醗懸審？（無驚地籔〉

義　　　現時点では県のf輝く縁連都」箏業に組み込めるかどう
　　　かの資料づくりの段隣である。

嚇畿欝難肇蝶熱舞蝋
遜昨鰍に蹴難㈱・％獺で謁濾う．

嚇　　　麟懸灘鉱鰯較して嘉鋳磁縷叢蕪趨騰1繊箏聾醗摸
　　　が小婁も、、、蘇驚と力巖漁いで繊篇疑試灘鑓よ雛襲）

　　　　　　　　　　　　　ヤ簸ご繍のと籾、鞭な観としてお髄する．

磯　　　穴禽愚旗の慧遷コ江購が器巻蕎よう．嬢と驚の
　　　隻援蔓磁く要灘欝愚晟溝緯烹地譲ン

嬢聯配分が傭く厳しい欄だが努力する．

轍懲麟㊥勘ゆ愈聯磁湿懲融翰鋤灘懲醗㊧鋤融麟懸轡轡轄極喰鋤轡

響　　　鷺憲驚叢繊矯へ碧驚峯ノ鶯驚犠建譲の勢螺議？

　　　磁憲雛鋤
A

遜
　　　姶年度の採択は見送りとなったが、森林絡禽総代会で
　　　は新謬業で取り綬む方両で了承された。前肉きに対応
　　　するよう要蟹していく。

穣緯…ま1孝欝禰嫌一眺
簸検蹴ている搬曝がまだ偉獣鞭ある・

嚇　　　鴻猫蝿簿懸の続禽畿の灘灘諜ど箏隷葛のか。
　　　雛鰻鹸鑑で灘激て欲乱ノい。（灘醗峯地翼〉

蝶　　　地域の要望を優完し、さらに漁轍化につながる方法を
　　　是舞とも考えてもらいたい。

嚇毒灘騰総灘鋤　
職　　　再1三要望している力敷4年度は擦択にならなかった。

　　　NTTドコモも経営的衝で填露であり厳しい状況だが、
　　　継続要望は行っている。
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癖　　　毒タ簿雛難の進縷就灘蕊？

　　　牽総町圏域6市町村で、15郊王月に任意禽
叢併協繊を、さらに眺法齢搬識

　　　に移行できるよう努力するという串し含
　　　わせができた。

麟1蕊参難欝馨i響

蝶　　　合併についてのQ＆A方式で作成したい
　　　と考えている．

魯馨欝鞘灘難竃
　　　蕩施譲纏嚢4馨轡融のか羅懲遊瞬らかに
　　　劣べ蜜℃憲？

蟻
　　　どのような形であれ合併には相手があるこ
　　　と。6灘町村の足並みが崩れた場合闘題と
　　　なる。十段町・松代・松之由だけではうまく

　　　いかないと懇、っている．

　　役場で箏務レベルの検討婁員会を織織して
　　総部にわたり検討する。もう少し時問を要
　　すが、蒋朔が来たら褒明したい。

癖鎌轡繊搬鮨激霧
澱

　　　そこまでは考えていない。具体的爾容を示
　　　した．ヒで3働目のアンケートを実施じだ糖。

穣釜難鐡謙簿灘勘
薮

　　合併後の町の将来像を整理し、それを瀧
　　　しながら相手方と誌を進めたい。．ヒ越市

　　では2玉0項目余りの協議項目と聞いた。

礁纂鰹魏務甑鍔，磁纂霧
欝　力釜して蕪雛い．

濃
　　　蔚圃は喬権麿全員を対象とした関係で、
　　　蕩齢饗からの醐答率が低かった。大期な
　　　ことなので努力したい。

嚇難蘇羅畿禦麟
　　　桃蔑から不安の声を闘かせてもbっ一と
遜は難である．合蹴よってすべてが良

　　　くなるとは考えられない訳で、次籔アン
　　　ケートでは町観の本慧が現れるような内
　　　容にしたい。

嚇　　　　い　？
　　　漏市晦村単位で算定された交付税額が、

遜舗後圭・輔徽趣ることと鍵1な
　　　舎併特例債によるイ！フラ整備が可能と
　　　なる。従ってこれを生かすべ意基本欝爾
　　　が重要なポイントとなる。

轡轡轡礁韓憩轡軸輪灘藤癖磯轡頓磁艘赫鵬轡燈癖⑬窃夢轡磯磯

癒等嚢蘂難難灘驚欝
　　　幾黙蟻慈内衡遇懸無獄い春》で．バス簿議欝獣｝窃ず灘く

　　　　　撰く銀霧婆もい翫蔽欝駐要鑛繍鵠、。（揖箏地鋤

　　　農31麟蕪毒機＜、簸蕩趨でよ箏攣驚蜜釜ので宍変
　　　　　麟か馨議こだ穏．灘寓方懸への逮繕が悪い崇
　　　　　｛響葡種地露〉

　　　綾嬢粟陰換無1こよ箏、欝楽よ雛薦い鰻叢蜜：聡箒て
　　　　　暴蕊業て継導⇔駿譲して歓しい．くよ濾購地翼〉

　　　な難タ欝繰代簿懸から寒愚鋒線バスとの蓮縷がう蕊く
　　　　　い懸穿漿轟捻いことが轟愚ので検舞嘗して慧らいた
　　　　　い。（黙綾地難｝

　　　町営パスは4月に始まったばかりであり、実燦の運行
簸卿か醐題軸いろい欄力・繍よう臆っ聴た．

　　　工0月からは東頚バス津南線が廃線となるし、集落によ
　　　っては便利になったところや不便になったところが明
　　　確となってきている．検討して改善できるところは改
　　　めていきたい。

癖欝欝轡聯懸麟蜘鋤轡嫌穏萄験灘愈毒轡嚇鼎穏鍮鋤轡櫓齢蝕魯

繊鰯

灘鱗麟
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鋤
轍
獺
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魯軸簿轡畢礁魯嬢⑳磁塑愚撫癖轡勝萄漁㊨翰魯轡磁憩鑛嚇鯵轡聯

礁織購雛翠勧総欝ら

職　　　当然予想されることであるが、できるだけ最小限の
　　　引き上げになるように努める所存である。

蝕働藤轡嶺⑱⑤⑬轡磁聯磯翰働鄭勢聯麟懸轡嚇嶽錬聯嚇塑穆憩典

礁擁讐震講鰹灘鍛癒獄鱗々

簸　　　いろいろな慧見・提案をいただいている。地元の湯オ集

　　　落と話し合い検討したい、

驚1灘凱議讐蟹欝諏

癒舞麟欝雛製灘凝～奮餐緬た
撫難

鞍　　　大切なことである。現荏チップ材導入後の様子を観察

　　　している。

　　禦織灘事～蝉灘簸夢灘懸の聡壕辮？
　鹸盤
難轍橋轄膿現鷲るよ嚇糊係に要熟ひく・

【浦田“ド地1区の憲見からΣ

・学校の5日謝に短し、町として独自の取り組みをしているのか．
・どういうことが必要なのか意見が欲しい．事故のことばかり心配していると、ここでは何もできない。
・捧験の場が好まれているが、PTAだけでは任せきれないし、家た受けきれない現状だ。インストラクターを養成する必要がある。

・地域のみんなが先生となり、肉分の簿意分野で受け持つ方法をとれば難しいことではない。
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鶏

礁
　　　灘懸絵定磁線叢糞工箏欝鰹鰹鐙滲峯駈撫雛葎優蝿
　　　して墾懸が、凱藤発了濠饗の醸鐡講〉いてふ醗
　　　無てい駆（轍窺鐵鵡難〉

鞭建灘顯搬凱、鞭のないよう勤する．

磯
　　　蔑購凱錘進んでい観簸藩蟻鱗遜欝翻こ艶疑饗
　　　鑑落婁認嬢憲慧い搬濠豊穣講し℃欲瓢ノい、、

　　　磁欝趣麟
鞭棚するの鵬蹴欝たい．

【県道松代松之山線改良について（州手地区〉肇

嚇　　　驚了難農：麟嚢撫撮鎌から箋7鱗雛果箒たと
　　　舞籔、て驚も、てい蚤9

嚢　　　完了葎度が婬ぴたのは単年度予算が減額されたことが
　　　漂鶴と闘いた。県に強く要藻していく。

嚇　　　ウ鯵轡ゼンマイ隷どの補濃1蔚簸綱が億墾、と

　　　騰いたが．ど歎な艶℃い懲のか⇔

鐵　　　林業工事では例があるので、その内容に準じるよう要
　　　望する。

磯　　　頚獄灘欝は灘鍛難が遊融こ落等窒懲藤驚蕪繰轍
　　　甕鷺管璽蟄篇た熱どう獄っ℃雛愚の毒鑑慕

職法線は変えないで・道購蹴灘した騰え驚巻・

燃　　　工轟に孫愚脇鍵灘讐繊わして墾、葛磁鶴轡ら轟鴛
　　　い隷いウ蝿とか無寒飲しい誉

職当然鵠べきこと勧で、離認する．

1棄落内跡道について】

講　　　購逢峯の嶽線離授ヱ毒の羅簸輿溌嶽（，〈窮1響地欝〉

　　　県のr輝く緑連邦」第2期箏業で採択されている。今年

雄　　　度は測簸を行い実施設計まで行う。工箏は遅くとも王7
　　　年度までには兜了する計藤である。

鰍潔欝鼎騰鍵脚
嚇　　　篇ツ懇纈轍購よ雛醜綴の灘鍵籠蜜釜と霞うことだが、
　　　蔽鍵の鍍醗懸審？（無驚地籔〉

義　　　現時点では県のf輝く縁連都」箏業に組み込めるかどう
　　　かの資料づくりの段隣である。

嚇畿欝難肇蝶熱舞蝋
遜昨鰍に蹴難㈱・％獺で謁濾う．

嚇　　　麟懸灘鉱鰯較して嘉鋳磁縷叢蕪趨騰1繊箏聾醗摸
　　　が小婁も、、、蘇驚と力巖漁いで繊篇疑試灘鑓よ雛襲）

　　　　　　　　　　　　　ヤ簸ご繍のと籾、鞭な観としてお髄する．

磯　　　穴禽愚旗の慧遷コ江購が器巻蕎よう．嬢と驚の
　　　隻援蔓磁く要灘欝愚晟溝緯烹地譲ン

嬢聯配分が傭く厳しい欄だが努力する．

轍懲麟㊥勘ゆ愈聯磁湿懲融翰鋤灘懲醗㊧鋤融麟懸轡轡轄極喰鋤轡

響　　　鷺憲驚叢繊矯へ碧驚峯ノ鶯驚犠建譲の勢螺議？

　　　磁憲雛鋤
A

遜
　　　姶年度の採択は見送りとなったが、森林絡禽総代会で
　　　は新謬業で取り綬む方両で了承された。前肉きに対応
　　　するよう要蟹していく。

穣緯…ま1孝欝禰嫌一眺
簸検蹴ている搬曝がまだ偉獣鞭ある・

嚇　　　鴻猫蝿簿懸の続禽畿の灘灘諜ど箏隷葛のか。
　　　雛鰻鹸鑑で灘激て欲乱ノい。（灘醗峯地翼〉

蝶　　　地域の要望を優完し、さらに漁轍化につながる方法を
　　　是舞とも考えてもらいたい。

嚇毒灘騰総灘鋤　
職　　　再1三要望している力敷4年度は擦択にならなかった。

　　　NTTドコモも経営的衝で填露であり厳しい状況だが、
　　　継続要望は行っている。
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資
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作
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し
町
毘
の
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ま
に
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し
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将
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な
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が
ま
と
ま
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ま
し
た
ら
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会
等
開
催
し
町
民
の
み
な
さ
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の
声
を
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合
併
に
関
す
る
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
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ら
、
役
場
行
政
係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
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　　　鞭　　繁　灘　　　纒

騨騨饗雛
　慧
毒　繊

癖　　　毒タ簿雛難の進縷就灘蕊？

　　　牽総町圏域6市町村で、15郊王月に任意禽
叢併協繊を、さらに眺法齢搬識

　　　に移行できるよう努力するという串し含
　　　わせができた。

麟1蕊参難欝馨i響

蝶　　　合併についてのQ＆A方式で作成したい
　　　と考えている．

魯馨欝鞘灘難竃
　　　蕩施譲纏嚢4馨轡融のか羅懲遊瞬らかに
　　　劣べ蜜℃憲？

蟻
　　　どのような形であれ合併には相手があるこ
　　　と。6灘町村の足並みが崩れた場合闘題と
　　　なる。十段町・松代・松之由だけではうまく

　　　いかないと懇、っている．

　　役場で箏務レベルの検討婁員会を織織して
　　総部にわたり検討する。もう少し時問を要
　　すが、蒋朔が来たら褒明したい。

癖鎌轡繊搬鮨激霧
澱

　　　そこまでは考えていない。具体的爾容を示
　　　した．ヒで3働目のアンケートを実施じだ糖。

穣釜難鐡謙簿灘勘
薮

　　合併後の町の将来像を整理し、それを瀧
　　　しながら相手方と誌を進めたい。．ヒ越市

　　では2玉0項目余りの協議項目と聞いた。

礁纂鰹魏務甑鍔，磁纂霧
欝　力釜して蕪雛い．

濃
　　　蔚圃は喬権麿全員を対象とした関係で、
　　　蕩齢饗からの醐答率が低かった。大期な
　　　ことなので努力したい。

嚇難蘇羅畿禦麟
　　　桃蔑から不安の声を闘かせてもbっ一と
遜は難である．合蹴よってすべてが良

　　　くなるとは考えられない訳で、次籔アン
　　　ケートでは町観の本慧が現れるような内
　　　容にしたい。

嚇　　　　い　？
　　　漏市晦村単位で算定された交付税額が、

遜舗後圭・輔徽趣ることと鍵1な
　　　舎併特例債によるイ！フラ整備が可能と
　　　なる。従ってこれを生かすべ意基本欝爾
　　　が重要なポイントとなる。

轡轡轡礁韓憩轡軸輪灘藤癖磯轡頓磁艘赫鵬轡燈癖⑬窃夢轡磯磯

癒等嚢蘂難難灘驚欝
　　　幾黙蟻慈内衡遇懸無獄い春》で．バス簿議欝獣｝窃ず灘く

　　　　　撰く銀霧婆もい翫蔽欝駐要鑛繍鵠、。（揖箏地鋤

　　　農31麟蕪毒機＜、簸蕩趨でよ箏攣驚蜜釜ので宍変
　　　　　麟か馨議こだ穏．灘寓方懸への逮繕が悪い崇
　　　　　｛響葡種地露〉

　　　綾嬢粟陰換無1こよ箏、欝楽よ雛薦い鰻叢蜜：聡箒て
　　　　　暴蕊業て継導⇔駿譲して歓しい．くよ濾購地翼〉

　　　な難タ欝繰代簿懸から寒愚鋒線バスとの蓮縷がう蕊く
　　　　　い懸穿漿轟捻いことが轟愚ので検舞嘗して慧らいた
　　　　　い。（黙綾地難｝

　　　町営パスは4月に始まったばかりであり、実燦の運行
簸卿か醐題軸いろい欄力・繍よう臆っ聴た．

　　　工0月からは東頚バス津南線が廃線となるし、集落によ
　　　っては便利になったところや不便になったところが明
　　　確となってきている．検討して改善できるところは改
　　　めていきたい。

癖欝欝轡聯懸麟蜘鋤轡嫌穏萄験灘愈毒轡嚇鼎穏鍮鋤轡櫓齢蝕魯

繊鰯

灘鱗麟

舞
鋤
轍
獺
翻

　
5
月
1
8
か
ら
裕
8
ま
で
、
各
地
区
で
行
わ
れ
た
地
域
懇
談
会
に

は
た
く
さ
ん
の
葱
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
関
係
項
目
魍

に
ま
と
め
て
報
窃
し
ま
ず
。

魯軸簿轡畢礁魯嬢⑳磁塑愚撫癖轡勝萄漁㊨翰魯轡磁憩鑛嚇鯵轡聯

礁織購雛翠勧総欝ら

職　　　当然予想されることであるが、できるだけ最小限の
　　　引き上げになるように努める所存である。

蝕働藤轡嶺⑱⑤⑬轡磁聯磯翰働鄭勢聯麟懸轡嚇嶽錬聯嚇塑穆憩典

礁擁讐震講鰹灘鍛癒獄鱗々

簸　　　いろいろな慧見・提案をいただいている。地元の湯オ集

　　　落と話し合い検討したい、

驚1灘凱議讐蟹欝諏

癒舞麟欝雛製灘凝～奮餐緬た
撫難

鞍　　　大切なことである。現荏チップ材導入後の様子を観察

　　　している。

　　禦織灘事～蝉灘簸夢灘懸の聡壕辮？
　鹸盤
難轍橋轄膿現鷲るよ嚇糊係に要熟ひく・

【浦田“ド地1区の憲見からΣ

・学校の5日謝に短し、町として独自の取り組みをしているのか．
・どういうことが必要なのか意見が欲しい．事故のことばかり心配していると、ここでは何もできない。
・捧験の場が好まれているが、PTAだけでは任せきれないし、家た受けきれない現状だ。インストラクターを養成する必要がある。

・地域のみんなが先生となり、肉分の簿意分野で受け持つ方法をとれば難しいことではない。
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“

琿｝

蜜
塚
織
被
松
之
幽
分
綾
蕪
姦
に
み
る

　
　
　
　
　
小
規
鶴
綾
φ
欝
養
灘
義
．

新
潟
県
教
育
委
員
会
は
3
月
鴛
欝
付
け

で
、
平
成
娼
年
度
か
ら
器
年
度
ま
で
の
申

長
期
高
校
溝
編
整
備
讃
爾
骨
子
（
案
）
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
期
的
か
つ
継
続

的
な
少
子
化
傾
洵
や
、
祇
会
の
変
化
に
対

応
し
た
新
し
い
縛
代
に
ふ
さ
わ
し
い
蕩
校

教
育
の
あ
り
方
な
ど
商
校
の
再
編
整
備
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。
戦
後
瓢

し
い
教
育
体
鰯
で
始
ま
っ
た
高
校
も
半
惟

紀
を
過
ぎ
、
祇
会
の
変
化
に
鮒
応
し
き
れ

な
い
部
分
も
多
々
有
り
ま
す
。
人
口
集
中

に
よ
り
、
一
部
の
大
規
模
校
と
多
数
の
小

規
模
校
が
患
現
し
て
い
る
現
象
も
そ
の
～

つ
で
す
。
さ
て
一
般
的
に
小
規
模
校
は
大

規
模
校
に
比
較
し
て
教
育
力
や
活
力
、
人

闘
関
係
に
劣
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
の
案
で
も
こ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
果
た
し
て
事
実
な
の
で
し
ょ
う

か
。
昭
称
2
3
年
、
諸
先
輩
の
教
袴
へ
の
熱

き
思
い
か
ら
ス
タ
…
ト
し
た
松
之
由
分
校

は
、
現
在
に
至
る
ま
で
終
始
小
規
模
校
と

し
て
実
績
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
多
様
化

し
た
社
会
の
中
で
の
小
規
模
校
松
高
の
存

葎
意
義
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

灘講

獺懸議朧い欝
　　ス毛蹴部は常縢嚇麟i　　
騨羅遵部は常に鑛㈱麟羅難

灘
遜
　
襲

灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤

嚢　鐙團・運鴬に参薗ずる還逡弦鯵灘繊欝懸簸蒙灘

舞

　　　　　　　　　　地域鑓支えら恥髭純朴で心豊かな生徒

1翻　　　　松之由　水道夫1欄地講糠騰懲蕊慧饗籍藷欝海外派　’

　　瓠、勲ている学校の様飛耳ににずる時、小規模校である松高の状況を見ると・理想に近し’姿ではないカ’と

　思っていまず。今後とも購罠の皆様方のご指導とご支援をお願い串しよげまず。

『

糞
越
単
薩
韓
お
響
轟

懸
慧
蒐
癒
鰯
《
会
』
裁
嚇

　
県
で
は
講
薩
案
の
公
衷
後

県
内
8
学
区
ご
と
に
意
見
を

聞
く
会
を
謙
爾
し
、
上
越
学

縫
で
は
上
越
教
育
大
学
講
堂

を
会
場
に
闘
催
さ
れ
ま
し
た
，

　
こ
の
庸
で
慧
見
発
裏
奢
の

｝
人
と
し
て
壇
に
立
っ
た
佐

藤
町
長
は
、
基
本
理
念
に
は

理
解
を
示
し
な
が
ら
も
次
の

よ
う
に
述
べ
松
之
由
分
校
の

存
続
を
訴
え
ま
し
た
、

●
松
之
山
町
は
人
濃
減
少
率

が
鈍
化
し
て
お
り
、
U
・
王

　
タ
…
ン
が
増
え
て
い
る
。

小
学
兜
童
数
も
横
ば
い
と

な
つ
て
い
る
。

●
嵩
校
教
育
を
均
等
に
受
け

　
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う

精
神
か
ら
、
豪
雪
地
で
の

　
当
分
校
は
通
学
手
段
を
み

　
て
も
絶
対
必
要
で
あ
る
。

●
進
学
率
や
部
浩
動
に
於
い

　
て
も
大
規
模
校
に
獲
敵
す

　
る
実
績
が
あ
り
、
教
舗
と

　
生
徒
と
の
信
頼
関
係
も
淳

　
い
。
県
が
激
す
よ
う
な
小

　
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

　
感
じ
ら
れ
な
い
．

　
会
場
か
ら
は
、
確
か
な
業

績
を
上
げ
て
い
る
小
規
模
校

を
改
革
と
い
う
名
の
元
で
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
今
の
時
代
こ
そ

こ
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。
ま
た
い
く
ら

良
い
学
校
を
炸
っ
て
も
、
通

学
手
段
を
整
備
し
な
い
隈
り

牽
分
に
括
照
で
き
な
い
の
で

は
…
…
と
い
っ
た
厳
し
い
意

見
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
．
県

で
は
絡
鷺
に
全
県
を
対
象
に

し
た
簸
終
の
会
を
開
催
し
、

よ
り
具
体
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

憲見を述べる佐1藤時長

⑬灘磁纏葎簾岬
　　講戴窯難鎌渡の欝灘〈験欝〉

　O小規模校の統合再編
　●中高一翼教蕎校の設置

　●奪賜学科の整備

　○特色ある学漏の新設

　○蜜塚蔑校松之山分校の募集俸止

＠翫灘（簾〉紛潔イン褻

　●多様な盆徒に対癒するための教科・科目・

　　各種コースを設蟹し、社盆の進展に対癒

　　したそれぞれ特蝕を持った学校とずる。

　●総禽学科を備えた高校を、生徒が通える

　　範翻に1校は設趨ずる。

　●農業、工業、簡業、水産、家薩各学科を備え

　　る専門高校を設薦する。

　●中高一貫教奮校の設麗を検討する。

　○上詑目的に飽け、系列校の統8や学料の

　　葎編等を進める。

　●学校の幾模は壕学葎4～8学級を基本と

　　ずるが、就学機会の保瞳の観点から中由

　　間地域や藻雪地帯等に1ある学校は標準を

　　下＠る鵬合もある。

　●分校は平成20簿度まで1こ廃よビずる。

＠軍薦懸奪縫紺辮戴壌7蕪渡鈴蹴麟
｛全β綴鑑鉱員制1

　　高
普通

答　　　　購錨”置麟顯
　　　　　灘、『． 隔講購霧灘難

7 7 7 7 7
磁

理斜 筆 1 1 1 喋

高磁耽城
警通 5 5 5 5 5

生活文化 2 2 2 2 2

高薦農業

生産技衛 2 2 2 2 2
食品化掌 1 1 驚 1 等

農業土木 窄 1 等 遷 1
林産 1 等 簾 ＊ 平卿6黛度募集俸比

高霞工叢

機械 1 1 ＊

平成15無廣に蔵灘織業と
統舎し、上越総含技衛工業の

毅灘を検鮒

電舞 1 ＊

建築 2 2 ＊

血木 2 2 ＊

デザイン 肇 璽 ＊

上越総合技衛
　（仮称） 7 7 7

平成指黛度に癒江津工叢と
窩由工業を統合し、類設を検酎

高顧商業
商業 4 4 4 4 4

情報処理 1 1 驚 1 等

萩　井 総禽 6 5 6 6 6
直江津 普通 6 6 6 5 5

直江灘工業

電子機械 等 葦 ＊
平成15葎度1こ薦霞工業と統禽し。

上越総食技衛工業の設覆を検騨電驚 1 1 ＊

化掌工学 1 ＊

有　櫃 普漣 3 3 4 4 4
吉　郷

普澱 2 2 2 2 2
醸造 1 庫 平成14無度募集停嵐

柿　埼 賛通 4 4 4 4 3
松　代 普通 2 2 2 2 2
安　塚 鞍通 2 2 2 2 2

1騨’”占－碍　㌔』’一 謹灘灘鯉翻　　　　灘鞭灘

糸魚州 普通 7 7 7 7 7
糸魚摺白讃 総合 5 5 4 4 4

海　溝

溝洋科学 1 茎 簾 1 等

食品化学 璽 肇 隆 、 蓬

海洋工学 1 嘩 肇 ｝ ＊ 平成η無度募集檸止

学級数の欝 77 ア3 73 刀 69

　灘灘
【定時綴

　灘蒲城　　普通　　22222　　　挙級数の獣　　　．．．　2　2　2　2　2
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有
り
ま
す
。
人
口
集
中

に
よ
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す
。
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。
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さ
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熱
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績
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
多
様
化

し
た
社
会
の
中
で
の
小
規
模
校
松
高
の
存

葎
意
義
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

灘講

獺懸議朧い欝
　　ス毛蹴部は常縢嚇麟i　　
騨羅遵部は常に鑛㈱麟羅難

灘
遜
　
襲

灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤

嚢　鐙團・運鴬に参薗ずる還逡弦鯵灘繊欝懸簸蒙灘

舞

　　　　　　　　　　地域鑓支えら恥髭純朴で心豊かな生徒

1翻　　　　松之由　水道夫1欄地講糠騰懲蕊慧饗籍藷欝海外派　’

　　瓠、勲ている学校の様飛耳ににずる時、小規模校である松高の状況を見ると・理想に近し’姿ではないカ’と

　思っていまず。今後とも購罠の皆様方のご指導とご支援をお願い串しよげまず。

『

糞
越
単
薩
韓
お
響
轟

懸
慧
蒐
癒
鰯
《
会
』
裁
嚇

　
県
で
は
講
薩
案
の
公
衷
後

県
内
8
学
区
ご
と
に
意
見
を

聞
く
会
を
謙
爾
し
、
上
越
学

縫
で
は
上
越
教
育
大
学
講
堂

を
会
場
に
闘
催
さ
れ
ま
し
た
，

　
こ
の
庸
で
慧
見
発
裏
奢
の

｝
人
と
し
て
壇
に
立
っ
た
佐

藤
町
長
は
、
基
本
理
念
に
は

理
解
を
示
し
な
が
ら
も
次
の

よ
う
に
述
べ
松
之
由
分
校
の

存
続
を
訴
え
ま
し
た
、

●
松
之
山
町
は
人
濃
減
少
率

が
鈍
化
し
て
お
り
、
U
・
王

　
タ
…
ン
が
増
え
て
い
る
。

小
学
兜
童
数
も
横
ば
い
と

な
つ
て
い
る
。

●
嵩
校
教
育
を
均
等
に
受
け

　
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う

精
神
か
ら
、
豪
雪
地
で
の

　
当
分
校
は
通
学
手
段
を
み

　
て
も
絶
対
必
要
で
あ
る
。

●
進
学
率
や
部
浩
動
に
於
い

　
て
も
大
規
模
校
に
獲
敵
す

　
る
実
績
が
あ
り
、
教
舗
と

　
生
徒
と
の
信
頼
関
係
も
淳

　
い
。
県
が
激
す
よ
う
な
小

　
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

　
感
じ
ら
れ
な
い
．

　
会
場
か
ら
は
、
確
か
な
業

績
を
上
げ
て
い
る
小
規
模
校

を
改
革
と
い
う
名
の
元
で
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
今
の
時
代
こ
そ

こ
の
よ
う
な
教
育
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。
ま
た
い
く
ら

良
い
学
校
を
炸
っ
て
も
、
通

学
手
段
を
整
備
し
な
い
隈
り

牽
分
に
括
照
で
き
な
い
の
で

は
…
…
と
い
っ
た
厳
し
い
意

見
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
．
県

で
は
絡
鷺
に
全
県
を
対
象
に

し
た
簸
終
の
会
を
開
催
し
、

よ
り
具
体
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

憲見を述べる佐1藤時長

⑬灘磁纏葎簾岬
　　講戴窯難鎌渡の欝灘〈験欝〉

　O小規模校の統合再編
　●中高一翼教蕎校の設置

　●奪賜学科の整備
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　○蜜塚蔑校松之山分校の募集俸止
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　●多様な盆徒に対癒するための教科・科目・

　　各種コースを設蟹し、社盆の進展に対癒

　　したそれぞれ特蝕を持った学校とずる。

　●総禽学科を備えた高校を、生徒が通える

　　範翻に1校は設趨ずる。

　●農業、工業、簡業、水産、家薩各学科を備え

　　る専門高校を設薦する。

　●中高一貫教奮校の設麗を検討する。

　○上詑目的に飽け、系列校の統8や学料の

　　葎編等を進める。

　●学校の幾模は壕学葎4～8学級を基本と

　　ずるが、就学機会の保瞳の観点から中由

　　間地域や藻雪地帯等に1ある学校は標準を

　　下＠る鵬合もある。

　●分校は平成20簿度まで1こ廃よビずる。

＠軍薦懸奪縫紺辮戴壌7蕪渡鈴蹴麟
｛全β綴鑑鉱員制1

　　高
普通

答　　　　購錨”置麟顯
　　　　　灘、『． 隔講購霧灘難
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磁

理斜 筆 1 1 1 喋
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高薦農業

生産技衛 2 2 2 2 2
食品化掌 1 1 驚 1 等

農業土木 窄 1 等 遷 1
林産 1 等 簾 ＊ 平卿6黛度募集俸比

高霞工叢

機械 1 1 ＊

平成15無廣に蔵灘織業と
統舎し、上越総含技衛工業の

毅灘を検鮒

電舞 1 ＊

建築 2 2 ＊

血木 2 2 ＊

デザイン 肇 璽 ＊

上越総合技衛
　（仮称） 7 7 7

平成指黛度に癒江津工叢と
窩由工業を統合し、類設を検酎

高顧商業
商業 4 4 4 4 4

情報処理 1 1 驚 1 等

萩　井 総禽 6 5 6 6 6
直江津 普通 6 6 6 5 5

直江灘工業

電子機械 等 葦 ＊
平成15葎度1こ薦霞工業と統禽し。

上越総食技衛工業の設覆を検騨電驚 1 1 ＊

化掌工学 1 ＊

有　櫃 普漣 3 3 4 4 4
吉　郷

普澱 2 2 2 2 2
醸造 1 庫 平成14無度募集停嵐

柿　埼 賛通 4 4 4 4 3
松　代 普通 2 2 2 2 2
安　塚 鞍通 2 2 2 2 2

1騨’”占－碍　㌔』’一 謹灘灘鯉翻　　　　灘鞭灘

糸魚州 普通 7 7 7 7 7
糸魚摺白讃 総合 5 5 4 4 4

海　溝

溝洋科学 1 茎 簾 1 等

食品化学 璽 肇 隆 、 蓬

海洋工学 1 嘩 肇 ｝ ＊ 平成η無度募集檸止

学級数の欝 77 ア3 73 刀 69
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嚥灘灘蒙騒識鐵鑛獲灘鐵輪

鐵本部 鑓　長　　　　保坂久葵夫

副賑r二麟畷蕪駕
披術部長

予防部長

翻練部長

欄騰灘
第璽分団

綴
継
幽
懸
匿

分腰長

謝分麟長

第王機動隊長

同翻機動隊長

部長

茂
敏
明

　
　
敏

塚
聾
沢
谷

小
相
関

大晃慶介
腐橋　　明

蕎橋　真磁〈役場班〉

由樺疋毒

部　長

材由敦尚

山摩宗雛
顧辺　樗毒〈松之由班〉

小矯　致宏

津端　　薫
（兎口・光間・新山・湯出畷〉

部　長

腐橋弘崩
（水梨・小谷・大薦芦班〉

第2分鐡

繊
錘
継
鷺

第3分団

分鐡長

副分縢長

第2機動隊長

岡翻機動隊長

長
長
長

部
部
部

叢
欝
雛
区

編漂諭祐
（．ヒ・下桝墨班〉

第4分圃

7

分國長

謝分縢長

部　長

播原　　晃

村由　信羅

中村　健一（下湯班〉

柳　　一成

蕩橋　長生（．上湯班）

佐藤　欝孝〈天水越班〉

衛橋　弥彦（天水島班）

部長
部長

縷
魑
鐵
癬

高橋疋史
樋鱒　洋二

鈴本憲雄
（東擁㌔ヒ下籔濾班〉

分國長

翻分懸長

長罷露
撰

丸山　明広醸倉・中羅謝

佐藤　薫夫（下霧規班〉

部長

仁
進
世

　
　
敏

藤
坂
施

佐
保
姦
（黒倉・藤原・蓉根・茜の醜班〉

部長

村山　一覇
（萩覆・上之山・蕊浦穣・豊懸斑）

本由義昭
（中立由地区斑〉

保坂契美表鐡長
　（豊霞：遂徳〉

今年度より酬練嗣綱服の纒子が
こ：のように変わりますo

嘱
蹄
灘

響
・

欝糊羅嵩懲錨黙鑑窪理
りたくないというのが誰しもの本心ですが、なかな

かそうはいきません。町溝防繊員256名は欝々の峯

防濡動や定朗的な翻練を通して、みなさまの生命と

財産を守るべき体翻を常に整えています。

6／23ヂ懇建演習誘より

糠

㌦

蕪勲。

づ一ル目捲して炎っ定れ1（浦懸地翼体脅大会より〉

鶯　多輪

1
轍
　　磁

酬瞭

ふ、ふ～っとい綱だぞこれは。（松墨地区体欝大会より）

　　　　　　　　塑肇鐙鑑艶趨

　　　雛舞麓毅魏彰娑搬勘
り　　　　　　　　濁櫨えも終わりほっと一、怠つくこの鋳獺、

灘鶏　　　　　　跡内各地ではいっせいに運動会が行われました。
獅壕購

　　　峯　どうしても肉分の体力を過信してしまう大人のみなさん、　　・

　　　　　　　　子供達と競り合って、翌舟βあたりに

　　　　　　　　　さぞ痛い目をしたことでしょう。

紅臼潟抗逆大玉送り、これはなかなか
難しいぞ。（不老鰻より〉
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　来月に帰園することになっていますのでこの記

事は私の簸後にな珍ます。仕事や臼常蛋活など、

像々な点で手伝ってくださった振興諜の皆さんを

始め、いっしょに働かせていただ恥た役場の皆さ

んに感謝した輪と思います。それと岡時に楽しく

授業やゲームをしてくれた保育園の園兜と小・中

学校の盤隻徒たち、サポートをいただいたダ葭盆たち

にも、むの肇から1陰盗a臆kyo磁vew瓢穏c屈と書いたいでず。國際クラブと英会話教霊に

来てくださった皆さん、参茄をしていただきありがとうございました。

この一年の間にすばらしい恩い繊をたくさん揮りました。特に、讃年の萩祭りにお

みこしをかついだこと、役場の憲年会でプリンセス・ピーチの上演、覆物のデザイ

ンを塗ら量ていただいたこと、米米フォーラム、國際クラブのクリスマス会、スキ

ーの経験や粥のむこ投げが頭の咽識っ鴛Σます・以誌松之繭ほど麟がは

　　　　　　　　　　っきりしているところに建んだことがなかった私は、頻繁

　　　　　　　　　　　　こ変わっていく景愈を欝んで見ましたし、松之出の特徴、

　　　　　　　　　　　　濫泉と豪霧もいっぱい楽しみました。

　　　　　　　　　　　　今までどうもありがとうございました。新しい園際交

　　　　　　　　　　　　流員も楽しく働けるようによろしくお願いします。

イータ・マックマーン　漉鍛c澱ぬoη
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　　　　　6月賛臼から4臼聞、総合検診を実施しました。大勢の方から受診していただき、

　　　　　たいへんご苔勇様でした。今後の結果通知などについてお矩らせします。

　　　盤i難糠謬磯結鍵塞

・『灘鞭離灘繋鱗錨繊鐵難灘翻驚
．譲纐結羅麟灘欝遜議懸麟懸繋慈謹難
篠譲欝繊灘蕉灘彌麟鐵鑛讐灘説鱒鐵蒙．

難慧獲鑛馨蓮驚幾糠灘

　　　纏i鐡灘耀i誘結i蒙『1・、．

・灘鶉繰薩　餐護叢i撚i薩i欝鍵黛縫li繕繋i懸．』』

灘懲灘糞諜縷糖i欝犠叢懇懸纂癒翻毒i『

灘騰懸欝議懇難欝灘鑛灘機駕麟檬纂繋．
灘懸襲欝濾懸鐵繊鐡灘纂懇鰹諜灘籏懇．』

灘総懇麟雛霧縫議叢懲撫嚢藁灘警萎
繊欝き難鞭繍建懸鰹

　　　、嫌i塞穣鞍鞭獲麺i

講叢醐難麟鞭麟麹．＄i鐵蕪麟灘顯
鐙欝擢灘羅鑛犠議懸蒙i施麟難嚢灘譲．議i難礒鱒．

・騨灘灘霧糠鑛騰雛議灘暮護蕪懸潟簸

麟鑛懸縫灘懸灘難鞍懸裟謹叢繕鞍懸
i欝i雛鍵灘纏織灘蓮総縷懇叢叢鍵購

闘
譲

瀞辮蓼・．蓼麟謬・鐙謬蓼鐙謬謬

轍　
　
難

　
　
　
　
蜘

懸

聡　
　
懸

診療所で胃カメラや超音波（エコー〉などの各種精密検査がうけられます

総合検診でギ精密検査が必要です漂という通矩が行った方にお知らせします。

診療斯では昨年度、留カメラ・心電図・超鷺波診噺（エコー）・磁液理化学検査などの検査機器を

一新しました。遠くの病院まで出かけなくても、そこに劣らない精密検資ができますのでお気

軽においでください。
（注）肺ガンと婦人科の精密検糞はできません。専門の病院へおいで下さい。

診療所は患者さんの負担を
軽くする努力をしています
昨隼から、特に綱限のない多くの薬については

30賃分ずつ出しています。縫来の2週間分に比
一べ、自己負撮額が半額になります。

額・　、1麟 灘麟i騰畿灘購鋤灘き

再診料 790円×2脇 790円×1園

外来管理翻算 520円×2回 520円X篭園

内服鷹薬調都料 90円×2園 90円×急囲

然　方　料 570円X2園 570円×領図

計 3，940円 3，970円

自己負握額（3翻〉 篭，唾82円 59遷円

年間の自己負撞額 璽4，等84円 7，Q92円

蓬し引き　繕，184円一7メ）92円諜7，092円の負撫滅

※國保会計からの支出の軽減にもな》ます。

児童生徒アートギャラリー

開始しました
大幡に遅れてしまいましたが、診療勝廊

下に展示しました。

すばらしい作品がいっぱい、どなたでも

．ご覧下さい。

無料健康相談においで
ください。

町カレンダー（哲ページ）にも記載して

、ありますが、無料健康相談を行っていま

、す。お気軽においでください。
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繊欝き難鞭繍建懸鰹

　　　、嫌i塞穣鞍鞭獲麺i

講叢醐難麟鞭麟麹．＄i鐵蕪麟灘顯
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i欝i雛鍵灘纏織灘蓮総縷懇叢叢鍵購

闘
譲

瀞辮蓼・．蓼麟謬・鐙謬蓼鐙謬謬

轍　
　
難

　
　
　
　
蜘

懸

聡　
　
懸

診療所で胃カメラや超音波（エコー〉などの各種精密検査がうけられます

総合検診でギ精密検査が必要です漂という通矩が行った方にお知らせします。
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一新しました。遠くの病院まで出かけなくても、そこに劣らない精密検資ができますのでお気

軽においでください。
（注）肺ガンと婦人科の精密検糞はできません。専門の病院へおいで下さい。
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軽くする努力をしています
昨隼から、特に綱限のない多くの薬については
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開始しました
大幡に遅れてしまいましたが、診療勝廊
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．ご覧下さい。
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ください。

町カレンダー（哲ページ）にも記載して

、ありますが、無料健康相談を行っていま

、す。お気軽においでください。
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馨
榊
　
灘

陸上競技大会記録（8鵬で）
隅挙1

1生徒好成績続出！！

陸上競技場で東頚城郡中学校陸上競技
ました。各種目とも…覧義のとおり好
中をしっかりアピールしてきました。
町民グランドで行われた予選リーグで
で通遍した霧球部は、翌露大騰で行わ
メントに挑みました。備しくも準優勝
、上越地猛大会に駒を進めました。
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三種競技9 4位
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1（肋ハードル3種
高橋　疑撃

鞭

琶
薄
総
段
（
木
）

松
中
3
年
生
松
之
山
分
校
に

半
B
体
験
入
学
鷲

　
午
後
1
時
遍
ぎ
松
高
に
到
蒼
し
た
3
年
鑑

24
名
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
盤
徒
も
清
水

教
頭
先
生
の
ユ
馨
モ
ア
に
審
ん
だ
説
明
を
聞

く
贋
は
す
っ
か
リ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
質
問
も

飛
び
患
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
各
教
室
を

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
串
で
も
簸
新

タ
イ
プ
が
そ
ろ
っ
た
パ
ソ
ユ
ン
ル
ー
ム
は
興

昧
津
々
。
ま
た
先
輩
の
教
室
に
お
じ
ゃ
ま
し

て
の
、
英
語
や
体
育
な
ど
の
授
業
を
見
学
、
さ

ら
に
部
浩
動
も
体
験
し
、
す
っ
か
り
蕩
校
生

気分に

浸
っ
て
い
ま
し
た
。

灘
、

縷漏総蓬機講》

松里小学校
梅雨の合間を縫ってプール開き
　ヂプール開きで初泳ぎをやるので取材に来ませんか？」

という電謡をもらい皐遼礁かけました。午後3時遍ぎ、準

備体操ももどかしく飛び込んだ子供達は、1年ぶりのブ

ールとの欝会に冗気よく水しぶきを上げていました。曇

っていて寒いのでは一なんて心配するのは大人だけです

ね。6月はその後天候が不順でしたが、畢く海童の薯ぶ暑

い目が来ることを期待しましょう。

10

》

回鷹沈盤i糊解押’

　
嶽
然
と
観
光
の
町
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
か

ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
、
翻
道
4
0
5
沿
線
・
津

南
町
擁
の
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
籔
牧
作
戦
が
6
肩
5
霞

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
商
工
会
膏
年
部
が
発

案
し
町
と
講
、
醐
を
進
め
、
町
建
設
業
協
会
の
全
画
協

力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
当
目
は
商
、
工
会
・
建

設
業
各
祇
・
地
元
・
J
A
・
駿
覆
・
役
場
か
ら
の
入
員
5
0

名
と
、
ク
レ
ー
ン
車
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
憩
含
を
使
っ
た

大
が
か
り
な
繕
収
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
上
げ

　今年も町老人クラブ連合会では、町内各勝で花穂

え活動を行いました。サルビア・マリーゴールドな

どの薦、金わせて2万本を植えていただきました。
避踏沿線や公園、禰祉施設や神枇などいろいろな場

斯できれいな花を咲かせてくることでしょう。大切

に育てられている花々を、ちょっと立ち比まって見

てあげてください。

＿・一　　　＼　　　　～心

た
ゴ
ミ
は
分
別
作
業
を
行
い
処
理

場
に
運
搬
し
ま
し
た
が
、
総
窺
量

は
6
ト
ン
以
上
に
上
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
少
し
が
大
き
な
迷
惑

と
な
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

、
癬　

ー
ー
、
t
1
ー
ノにて

嚇繋襟撫＿一〆

　
　
自
然
科
挙
餓
門
森
の
学
校
幅
（
仮
称
）
の
建
設
に
つ
い
て

　
　
全
町
民
が
誇
恥
る
、
町
の
宝
を
目
指
し
て

　
　
自
然
科
学
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
書
蕎
工
し
格
奪
3
月
茱

　
の
完
成
に
飼
け
て
瀬
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
．
4
月
か
ら

　
は
従
来
の
推
進
委
曼
盆
に
公
募
に
よ
る
麟
メ
ン
バ
ー
を
趨
え
、
運

　
営
準
備
委
曼
盆
を
発
是
さ
せ
、
完
成
後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
を

　
璽
ね
て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
の
事
業
は
望
翻
プ
ラ
ン
松
之
山
ス
テ
！
ジ
の
メ
イ
ン
に
位
置

　
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
運
営
準
鯖
委
曼
会
で
は
多
く
の
購
罠

・
や
、
購
外
の
薄
々
に
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
事
業
の
成
功
の
鍵

・
9
　
　
な
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
今
後
多
方
面
に
わ
た
り
協
力
要
講
を

、
闘
始
し
ま
す
．
要
講
が
あ
っ
た
協
8
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く

　
お
願
い
し
ま
ず
．

　
　
蓉
た
璽
体
み
を
利
懲
し
て
「
こ
へ
び
隊
」
（
購
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
の
面
々
が
各
纂
落
に
出
陶
き
、
蕎
の
話
な
ど
の
聞
き
取
り
調
蛮
を

行
い
ま
ず
。
こ
ち
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
濠
す
．

あ
な
た
も
「
夢
の
家
」
へ

　
　
　
寄
っ
て
み
濠
せ
ん
か
鰻

　
第
㎜
働
大
地
の
蓋
術
祭
で
上
湯
纂
落
に
舗
作
さ
枕

た
「
夢
の
家
篇
（
マ
リ
ー
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ビ
ッ
チ
“
ユ

…
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
）
が
今
葎
も
4
月
2
0
8
か
ら
醐
館
さ

れ
、
憲
鴻
し
な
が
ら
体
験
す
る
方
や
鏡
学
蓄
が
訪
れ

て
い
ま
ず
．

　
鶴
泊
蓄
は
関
榮
・
関
亜
か
ら
の
巷
い
女
姓
が
多
＜
、

中
に
は
家
族
で
利
爾
さ
れ
る
方
や
外
圏
の
方
も
利
馬

い
た
だ
い
て
い
ま
ず
。
来
鐸
度
闘
催
さ
れ
る
第
2
回

大
地
の
芸
衛
祭
に
商
け
、
「
臼
然
稿
学
館
し
と
共
に
松

之
由
に
お
け
る
僅
c
欝
o
o
の
核
と
し
て
、
多
く
の
方
が

「
夢
の
家
し
を
訪
れ
る
こ
と
を
朗
待
し
て
い
ま
ず
．

”
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え活動を行いました。サルビア・マリーゴールドな

どの薦、金わせて2万本を植えていただきました。
避踏沿線や公園、禰祉施設や神枇などいろいろな場

斯できれいな花を咲かせてくることでしょう。大切

に育てられている花々を、ちょっと立ち比まって見

てあげてください。

＿・一　　　＼　　　　～心

た
ゴ
ミ
は
分
別
作
業
を
行
い
処
理

場
に
運
搬
し
ま
し
た
が
、
総
窺
量

は
6
ト
ン
以
上
に
上
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
少
し
が
大
き
な
迷
惑

と
な
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

、
癬　

ー
ー
、
t
1
ー
ノにて

嚇繋襟撫＿一〆

　
　
自
然
科
挙
餓
門
森
の
学
校
幅
（
仮
称
）
の
建
設
に
つ
い
て

　
　
全
町
民
が
誇
恥
る
、
町
の
宝
を
目
指
し
て

　
　
自
然
科
学
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
書
蕎
工
し
格
奪
3
月
茱

　
の
完
成
に
飼
け
て
瀬
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
．
4
月
か
ら

　
は
従
来
の
推
進
委
曼
盆
に
公
募
に
よ
る
麟
メ
ン
バ
ー
を
趨
え
、
運

　
営
準
備
委
曼
盆
を
発
是
さ
せ
、
完
成
後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
を

　
璽
ね
て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
の
事
業
は
望
翻
プ
ラ
ン
松
之
山
ス
テ
！
ジ
の
メ
イ
ン
に
位
置

　
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
運
営
準
鯖
委
曼
会
で
は
多
く
の
購
罠

・
や
、
購
外
の
薄
々
に
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
事
業
の
成
功
の
鍵

・
9
　
　
な
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
今
後
多
方
面
に
わ
た
り
協
力
要
講
を

、
闘
始
し
ま
す
．
要
講
が
あ
っ
た
協
8
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く

　
お
願
い
し
ま
ず
．

　
　
蓉
た
璽
体
み
を
利
懲
し
て
「
こ
へ
び
隊
」
（
購
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
の
面
々
が
各
纂
落
に
出
陶
き
、
蕎
の
話
な
ど
の
聞
き
取
り
調
蛮
を

行
い
ま
ず
。
こ
ち
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
濠
す
．

あ
な
た
も
「
夢
の
家
」
へ

　
　
　
寄
っ
て
み
濠
せ
ん
か
鰻

　
第
㎜
働
大
地
の
蓋
術
祭
で
上
湯
纂
落
に
舗
作
さ
枕

た
「
夢
の
家
篇
（
マ
リ
ー
ナ
・
ア
ブ
ラ
モ
ビ
ッ
チ
“
ユ

…
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
）
が
今
葎
も
4
月
2
0
8
か
ら
醐
館
さ

れ
、
憲
鴻
し
な
が
ら
体
験
す
る
方
や
鏡
学
蓄
が
訪
れ

て
い
ま
ず
．

　
鶴
泊
蓄
は
関
榮
・
関
亜
か
ら
の
巷
い
女
姓
が
多
＜
、

中
に
は
家
族
で
利
爾
さ
れ
る
方
や
外
圏
の
方
も
利
馬

い
た
だ
い
て
い
ま
ず
。
来
鐸
度
闘
催
さ
れ
る
第
2
回

大
地
の
芸
衛
祭
に
商
け
、
「
臼
然
稿
学
館
し
と
共
に
松

之
由
に
お
け
る
僅
c
欝
o
o
の
核
と
し
て
、
多
く
の
方
が

「
夢
の
家
し
を
訪
れ
る
こ
と
を
朗
待
し
て
い
ま
ず
．

”
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．
華
夕
嚢
ン

薩
麟
職
灘
イ
夢
ン
ス

　
ハ
ロ
…
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ

ー
ン
就
職
希
望
の
方
、
地
元
で

の
求
職
中
の
方
な
ど
を
対
象
に

「
U
タ
！
ン
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
篇

を
醐
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
繊
か
け
下
さ
い
．

▼
臼
時
8
月
m
8
（
土
）

　
　
　
　
午
箭
n
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
上
越
マ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル

　
　
　
　
（
蔑
繊
駅
よ
り
徒
歩
3
分
）

▼
催
し
物

　
企
業
懇
談
、
企
業
・
就
職
構

　
報
提
供
な
ど
（
企
業
相
談
は

　
正
午
か
ら
3
時
ま
で
）

▼
問
い
含
わ
せ

　
ハ
ロ
…
ワ
…
ク
上
越

　
費
0
2
5
5
－
2
3
6
ユ
2
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

藝

擬舞

饗
羅

黙
澱
難
蕪
灘
灘
蕪
鰹
撫
離
繊

　
全
園
の
矯
正
施
設
で
生
産
さ

れ
た
飛
務
作
業
製
贔
、
約
2
千

点
の
展
示
即
売
会
を
開
催
し
ま

す
。
蓬
葬
お
出
か
け
下
さ
い
。

▼
β
碍
7
月
2
7
臼
（
土
）

　
　
　
　
午
箭
憩
時
～
午
後
4
蒔

　
　
　
　
7
月
2
8
β
（
日
）

　
　
　
　
午
繭
⑳
時
も
午
後
3
時

▼
会
場
　
十
目
町
地
域
地
場

　
　
　
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
…

▼
主
催
　
新
潟
荊
務
所
企
穰
部
朋

　
燈
0
2
5
－
2
8
6
－
5
6
2
6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　籔繍難灘購響纈購灘蒙務維肇讐』　　i

消防職凝採網講験馨繕棚ますi

当番が変更になる場合があります。ご利馬される

場合は役場臼直に確認してからお畠かけください。
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i◎採罵職種・採屠予定人員／消防士董人
i◎受験資絡／初級・上級試験を行い、内肇名を採爾する．　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ

i王患級（撒資格者は初級試験を受けられません・〉　i
i　　大学準で、昭秘52鶴4月2欝以降生まれの胤　　　　i
i　　又は平成15年3月30鷺までに大学箪業見込みの奮　　l

i　（25歳以下）　　　　　　　　i
i　2。初級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　嵩校卒で、昭鵜52葎4月2鷺以降生まれの蔵　　　　i

i　　又は平成焉年3月31呂までに筒校挙業晃込みの奢　i

i　（25歳以下）　　　　　　　　　　i
ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

i◎試験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　第i次試験　教養試験・適牲検変・礁文・体力試験　　　　i

i　　　試験朋平磁聯8月25陥）　i
i　　　　　　（会場・時聞等は受験奢に別途通知します〉i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　第2次試験　1次試験合格春に対し面接と体力試験を　l

i　　御ます・　　　　　i
i　　　　　　　試験月9　平成14年9月（顕時は来定）　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1◎受験拳続き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　牽欝町地域消防本部又は、松代・松之山分遣所に所建のi
i　串込期紙が備えてありますので、期欝までに必要書類をi

i　揃えて提患してください。（駕紙は蒔問外、土冒に関わらi

i　ずもらえます，〉　　　　　　　　　　　　　　　i
き

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i◎串し込み受鰐翔闘　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　平成王4年7月1目から平成三4年7月3蝦までに十臼瞳　i

i鰍本部総務灘磯齢てください・　　　i
i　（期澱時間厳守・郵送可〉嵐受慰時問は平βの隼餉8時　i

i　30分から午後5時15分まで　　　　　　　　　　　　　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i◎鞠欝鷺繍擁締擾蹴　　　i
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i傾町地域灘椰総務諜懸0257｝57㎜圭556　1
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β　隼後塒～

茜で応じます。

FAXで対繕します

時
灘

後
付

翌
受

臨
難

9
根
え

悠
驚

　
触
献

　
ま
日

v隔u　　　　　この購欄帯は、FAXでの嶺験を賞け轡1ア菖
284－60璽9　相談員が後日FAXで応えます．

※プライバシーは堅く嘗られ蒙す。お気軽におかけください
　（土・臼・幌臼・お盆・隼末無始は休みです）

平成14年婆月から、下記の曜嬢と時間帯で相談をお受けします。

専門の麹談蟹が直接粕談をお受けしますので、お気軽にご相談ください

㊥
　　　　　　評継一剛　礁脚”燃　灘灘灘畑蹴臼畑㎜陥…・一伽輪
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　　　　　　　職胃一一占一犠＿　『講＿一革’、＿＿一一一一樹　

・・驚ll』勲霧瓢熊姦1』』i

歪2

鱗灘

織
．

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
の
に
、
そ
の
事
件
を
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
（
こ
れ
を

不
趨
訴
処
分
と
い
い
ま
す
。
）

の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は

蕩
顯
検
察
審
蒼
会
に
ご
楓
談
く

だ
さ
い
。

　
購
し
立
て
に
費
馬
は
…
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
秘
密
は
圃

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
上
越
帯
大
手
晦
王
ー
2
6

　
蕎
田
検
察
審
変
会
事
務
局

　
（
新
潟
地
方
裁
判
所
隔
繭
支
部
内
）

　
費
0
2
5
5
－
2
4
－
5
王
6
0

『青少年の非行問題に取り組む

　　　全国強化月間』です。

Φ　　たなる鼠づくりの握い手たる青少葎を、臼本
　　人としての誇りと霞覚を身に付け、豊かな個
性と能力を持った入間に蒼てることは、圏罠全体

に課せられた責務であります。しかし、青少年をめ

ぐる状況を見てみますと、依然として深刻な状況
にあります．

　このような中で、青少無の罪行防止を社会全体
の責務としてとらえ、関係機鱒鐡体等が連携して
女寸処すると共に、ギ青少隼は地域社会から鳶む」と

いう観点に立って、地域と共に一体となった取り

紹みが求められています。

　このため、毎葎7月をゼ青少葎の雰行間題に取り
組む全蟹強化月間達として実施、青少隼の規範慧識

の醸成及び社会環境の浄化を図るなど、青少葎の

雰行防比と保護の徹底を図琴ます。

繋雛叢鑛雛

　霧
繍灘

「
ひ
ろ
い
野
漂
の
ま
ん
な
か
に
…
“

で
始
ま
る
絵
本
『
む
く
ど
り
の
ゆ

め
臨
に
は
、
ム
ク
ド
リ
親
子
が
愛

ら
し
く
描
か
れ
て
い
て
、
内
容
と

共
に
心
に
残
る
一
蒲
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
実
際
の
ム
ク
ド
リ
は

ち
ょ
っ
と
イ
メ
…
ジ
が
違
う
．
松

之
由
で
の
呼
び
名
は
「
ギ
ャ
ー
ギ

ャ
漏
で
あ
る
。
よ
く
会
話
の
中
で

「
ム
ク
ド
リ
っ
て
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
の
こ

と
か
？
恥
と
聞
か
れ
る
ほ
ど
騨
染

稗
鱒
鰯
鱗
講
粥

　
蕩
齢
者
の
文
化
交
流
を
促
進

し
、
作
贔
を
通
し
て
文
化
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
闘
催
さ

れ
ま
す
．
出
最
さ
れ
た
全
作
贔

を
展
示
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品

　
類
本
藤
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

　
芸
・
欝
・
写
真
の
6
部
門

▼
応
募
資
格

　
県
内
に
屑
住
す
る
59
歳
以
上

　
の
ア
マ
チ
ュ
ア
（
昭
秘
燈
年

　
4
月
蓬
類
以
菌
生
）

▼
募
集
期
間

　
7
月
絡
鷺
～
8
月
絡
鷺
ま
で

▼
展
示
場
駈
・
期
間

　
新
潟
県
幾
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
…

　
9
月
6
濤
（
金
）
～
鐙
段
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
含
わ
せ

　
〈
財
〉
新
潟
県
長
寿
祇
会
振
興
財
鑓

　
（
薪
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）

　
燈
0
2
5
－
2
8
5
－
王
4
0
0

、置護凱

跡露

　
春
ま
で
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク
が

ジ
ャ
ン
ボ
プ
…
ル
に
変
身
。
家

族
・
友
達
で
ご
利
絹
く
だ
さ
い
。

▼
7
月
2
田
（
火
）
よ
り

▼
営
業
時
間
（
月
曜
休
館
）

　
±
・
霞
・
祝
鐙
時
～
6
時

　
平
　
　
　
旧
　
王
時
～
9
時

　
7
／
響
8
蔽
憩
時
～
8
時

　
　
　
く
夏
休
み
期
間
は
無
休
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
餐
0
2
5
5
－
肇
2
1
2
2

ん
で
い
る
。
賑
や
か
な
鳴
き
声
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

一
方
の
「
ム
ク
ド
リ
」
は
「
む
く
ん
だ
鳥
』
が
由
来
ら
し
い
。

飛
び
方
の
特
徴
は
、
「
窪
飛
ぶ
三
角
定
規
漏
。
　
キ
ツ
ツ
キ
が
作

っ
た
壁
の
穴
な
ど
、
人
家
を
営
巣
の
場
と
す
る
こ
と
も
多
い
。

餌
を
採
る
た
め
に
霞
や
畑
に
も
や
っ
て
来
る
。

　
一
年
串
い
つ
で
も
松
之
山
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
私

の
記
録
で
は
八
月
と
九
月
が
空
霞
に
な
っ
て
い
る
。
み
な
さ
ん

の
周
り
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
。

〈
写
真
は
、
ヒ
ナ
に
餌
を
運
ぶ
親
鳥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
村
山
裕
一
）

■
7
月
の
探
鳥
会

▼
臼
時
7
月
解
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
午
蔚
4
時
30
分
～
隼
莇
7
時
30
分
ま
で

▼
場
駈
松
口
須
山
地
区
（
美
人
林
駐
事
場
集
合
）

▼
そ
の
地
　
小
雨
決
行
に
つ
き
雨
異
持
参
の
こ
と

歪3
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①
“
①
1

．
華
夕
嚢
ン

薩
麟
職
灘
イ
夢
ン
ス

　
ハ
ロ
…
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ

ー
ン
就
職
希
望
の
方
、
地
元
で

の
求
職
中
の
方
な
ど
を
対
象
に

「
U
タ
！
ン
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
篇

を
醐
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
お
繊
か
け
下
さ
い
．

▼
臼
時
8
月
m
8
（
土
）

　
　
　
　
午
箭
n
時
～
午
後
3
時

▼
会
場
　
上
越
マ
ン
テ
ン
ホ
テ
ル

　
　
　
　
（
蔑
繊
駅
よ
り
徒
歩
3
分
）

▼
催
し
物

　
企
業
懇
談
、
企
業
・
就
職
構

　
報
提
供
な
ど
（
企
業
相
談
は

　
正
午
か
ら
3
時
ま
で
）

▼
問
い
含
わ
せ

　
ハ
ロ
…
ワ
…
ク
上
越

　
費
0
2
5
5
－
2
3
6
ユ
2
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

藝

擬舞

饗
羅

黙
澱
難
蕪
灘
灘
蕪
鰹
撫
離
繊

　
全
園
の
矯
正
施
設
で
生
産
さ

れ
た
飛
務
作
業
製
贔
、
約
2
千

点
の
展
示
即
売
会
を
開
催
し
ま

す
。
蓬
葬
お
出
か
け
下
さ
い
。

▼
β
碍
7
月
2
7
臼
（
土
）

　
　
　
　
午
箭
憩
時
～
午
後
4
蒔

　
　
　
　
7
月
2
8
β
（
日
）

　
　
　
　
午
繭
⑳
時
も
午
後
3
時

▼
会
場
　
十
目
町
地
域
地
場

　
　
　
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
…

▼
主
催
　
新
潟
荊
務
所
企
穰
部
朋

　
燈
0
2
5
－
2
8
6
－
5
6
2
6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　籔繍難灘購響纈購灘蒙務維肇讐』　　i

消防職凝採網講験馨繕棚ますi

当番が変更になる場合があります。ご利馬される

場合は役場臼直に確認してからお畠かけください。

§一建240松叢磁診療辮馨羅潅簗難…纏　　松謎戯驚

鞍一麟¢o集嚢松機溝幾裟灘麹繕灘訟機磁

9一舗鞠浦ll源診療藩

β2籔3襲謝5敷蒋診療齎

裟鷺難鐡浦灘源欝

馨灘麟鱒牧耕

霧雛蓬00察嚢綴織携競雛彙縦鱒i総織鶏i

4－3蓬鴛

2－3330

縁嚢診療藩8繍㈱災鶴癒

製繭饗鑛鞭タ8灘蒙8雛餐壌　　彗驚塚　驚

i◎採罵職種・採屠予定人員／消防士董人
i◎受験資絡／初級・上級試験を行い、内肇名を採爾する．　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ

i王患級（撒資格者は初級試験を受けられません・〉　i
i　　大学準で、昭秘52鶴4月2欝以降生まれの胤　　　　i
i　　又は平成15年3月30鷺までに大学箪業見込みの奮　　l

i　（25歳以下）　　　　　　　　i
i　2。初級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　　嵩校卒で、昭鵜52葎4月2鷺以降生まれの蔵　　　　i

i　　又は平成焉年3月31呂までに筒校挙業晃込みの奢　i

i　（25歳以下）　　　　　　　　　　i
ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

i◎試験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　第i次試験　教養試験・適牲検変・礁文・体力試験　　　　i

i　　　試験朋平磁聯8月25陥）　i
i　　　　　　（会場・時聞等は受験奢に別途通知します〉i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　第2次試験　1次試験合格春に対し面接と体力試験を　l

i　　御ます・　　　　　i
i　　　　　　　試験月9　平成14年9月（顕時は来定）　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1◎受験拳続き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　牽欝町地域消防本部又は、松代・松之山分遣所に所建のi
i　串込期紙が備えてありますので、期欝までに必要書類をi

i　揃えて提患してください。（駕紙は蒔問外、土冒に関わらi

i　ずもらえます，〉　　　　　　　　　　　　　　　i
き

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i◎串し込み受鰐翔闘　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　平成王4年7月1目から平成三4年7月3蝦までに十臼瞳　i

i鰍本部総務灘磯齢てください・　　　i
i　（期澱時間厳守・郵送可〉嵐受慰時問は平βの隼餉8時　i

i　30分から午後5時15分まで　　　　　　　　　　　　　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i◎鞠欝鷺繍擁締擾蹴　　　i
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i傾町地域灘椰総務諜懸0257｝57㎜圭556　1
し．＿一、＿．＿騨．＿＿＿甲＿＿－＿、臼、ピ．＿＿＿＿’．＿．＿＿＿．＿．＿．＿、＿帖＿．＿．＿一一＿一＿．＿．＿＿＿｝’｛＿．．＿～F＿ヤ＿、1、冒一’＿r＿一v＿．＿、一，｝．＿、＿．．＿．＿＿＿凝

β　隼後塒～

茜で応じます。

FAXで対繕します

時
灘

後
付

翌
受

臨
難

9
根
え

悠
驚

　
触
献

　
ま
日

v隔u　　　　　この購欄帯は、FAXでの嶺験を賞け轡1ア菖
284－60璽9　相談員が後日FAXで応えます．

※プライバシーは堅く嘗られ蒙す。お気軽におかけください
　（土・臼・幌臼・お盆・隼末無始は休みです）

平成14年婆月から、下記の曜嬢と時間帯で相談をお受けします。

専門の麹談蟹が直接粕談をお受けしますので、お気軽にご相談ください

㊥
　　　　　　評継一剛　礁脚”燃　灘灘灘畑蹴臼畑㎜陥…・一伽輪

　　　　　《　蹄覧髪蛭　　　愛　　羅．蝉・護鐸　　蓼
　　　　　　ぐヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　りい
　　　　　　スバぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のドサロ

　　　　　　　職胃一一占一犠＿　『講＿一革’、＿＿一一一一樹　

・・驚ll』勲霧瓢熊姦1』』i

歪2

鱗灘

織
．

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
の
に
、
そ
の
事
件
を
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
（
こ
れ
を

不
趨
訴
処
分
と
い
い
ま
す
。
）

の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は

蕩
顯
検
察
審
蒼
会
に
ご
楓
談
く

だ
さ
い
。

　
購
し
立
て
に
費
馬
は
…
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
秘
密
は
圃

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
上
越
帯
大
手
晦
王
ー
2
6

　
蕎
田
検
察
審
変
会
事
務
局

　
（
新
潟
地
方
裁
判
所
隔
繭
支
部
内
）

　
費
0
2
5
5
－
2
4
－
5
王
6
0

『青少年の非行問題に取り組む

　　　全国強化月間』です。

Φ　　たなる鼠づくりの握い手たる青少葎を、臼本
　　人としての誇りと霞覚を身に付け、豊かな個
性と能力を持った入間に蒼てることは、圏罠全体

に課せられた責務であります。しかし、青少年をめ

ぐる状況を見てみますと、依然として深刻な状況
にあります．

　このような中で、青少無の罪行防止を社会全体
の責務としてとらえ、関係機鱒鐡体等が連携して
女寸処すると共に、ギ青少隼は地域社会から鳶む」と

いう観点に立って、地域と共に一体となった取り

紹みが求められています。

　このため、毎葎7月をゼ青少葎の雰行間題に取り
組む全蟹強化月間達として実施、青少隼の規範慧識

の醸成及び社会環境の浄化を図るなど、青少葎の

雰行防比と保護の徹底を図琴ます。

繋雛叢鑛雛

　霧
繍灘

「
ひ
ろ
い
野
漂
の
ま
ん
な
か
に
…
“

で
始
ま
る
絵
本
『
む
く
ど
り
の
ゆ

め
臨
に
は
、
ム
ク
ド
リ
親
子
が
愛

ら
し
く
描
か
れ
て
い
て
、
内
容
と

共
に
心
に
残
る
一
蒲
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
実
際
の
ム
ク
ド
リ
は

ち
ょ
っ
と
イ
メ
…
ジ
が
違
う
．
松

之
由
で
の
呼
び
名
は
「
ギ
ャ
ー
ギ

ャ
漏
で
あ
る
。
よ
く
会
話
の
中
で

「
ム
ク
ド
リ
っ
て
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
の
こ

と
か
？
恥
と
聞
か
れ
る
ほ
ど
騨
染

稗
鱒
鰯
鱗
講
粥

　
蕩
齢
者
の
文
化
交
流
を
促
進

し
、
作
贔
を
通
し
て
文
化
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
闘
催
さ

れ
ま
す
．
出
最
さ
れ
た
全
作
贔

を
展
示
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品

　
類
本
藤
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

　
芸
・
欝
・
写
真
の
6
部
門

▼
応
募
資
格

　
県
内
に
屑
住
す
る
59
歳
以
上

　
の
ア
マ
チ
ュ
ア
（
昭
秘
燈
年

　
4
月
蓬
類
以
菌
生
）

▼
募
集
期
間

　
7
月
絡
鷺
～
8
月
絡
鷺
ま
で

▼
展
示
場
駈
・
期
間

　
新
潟
県
幾
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
…

　
9
月
6
濤
（
金
）
～
鐙
段
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
含
わ
せ

　
〈
財
〉
新
潟
県
長
寿
祇
会
振
興
財
鑓

　
（
薪
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）

　
燈
0
2
5
－
2
8
5
－
王
4
0
0

、置護凱

跡露

　
春
ま
で
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク
が

ジ
ャ
ン
ボ
プ
…
ル
に
変
身
。
家

族
・
友
達
で
ご
利
絹
く
だ
さ
い
。

▼
7
月
2
田
（
火
）
よ
り

▼
営
業
時
間
（
月
曜
休
館
）

　
±
・
霞
・
祝
鐙
時
～
6
時

　
平
　
　
　
旧
　
王
時
～
9
時

　
7
／
響
8
蔽
憩
時
～
8
時

　
　
　
く
夏
休
み
期
間
は
無
休
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
餐
0
2
5
5
－
肇
2
1
2
2

ん
で
い
る
。
賑
や
か
な
鳴
き
声
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

一
方
の
「
ム
ク
ド
リ
」
は
「
む
く
ん
だ
鳥
』
が
由
来
ら
し
い
。

飛
び
方
の
特
徴
は
、
「
窪
飛
ぶ
三
角
定
規
漏
。
　
キ
ツ
ツ
キ
が
作

っ
た
壁
の
穴
な
ど
、
人
家
を
営
巣
の
場
と
す
る
こ
と
も
多
い
。

餌
を
採
る
た
め
に
霞
や
畑
に
も
や
っ
て
来
る
。

　
一
年
串
い
つ
で
も
松
之
山
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
私

の
記
録
で
は
八
月
と
九
月
が
空
霞
に
な
っ
て
い
る
。
み
な
さ
ん

の
周
り
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
。

〈
写
真
は
、
ヒ
ナ
に
餌
を
運
ぶ
親
鳥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
村
山
裕
一
）

■
7
月
の
探
鳥
会

▼
臼
時
7
月
解
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
午
蔚
4
時
30
分
～
隼
莇
7
時
30
分
ま
で

▼
場
駈
松
口
須
山
地
区
（
美
人
林
駐
事
場
集
合
）

▼
そ
の
地
　
小
雨
決
行
に
つ
き
雨
異
持
参
の
こ
と

歪3



I
O
o
り
①
1

灘鎌
漉雛磯

　　　叢1叢響襲嚇

灘．
．
簸

．
‘
攣
灘

｝
藻

垂
　
璽
4嚢難

婦人検診（構

湯鳥大掌（霞1㈱
婦人検診（保健センター〉

湯鳥大掌（町村めぐり〉 16㈹

2㈹暴
ほのぼの教室（保健センター）

陶芸教室（一般） 17dゆ チャレンジ湯鳥（昆虫②）

3㈹ 18（β）

4（β〉 19㈲．、，

5㈲ 20㈹ 三種混合予防接種・幼児対象（診療斯〉

6㈹
子供体験交流事業隆禰まで（由留〉　生け花教室

郡交通安全協会ゲートボール大会（題昆グラウンド〉 21㈱
史跡探訪（上越方面〉

エアロビクス

7（脚
』ニコニコ教室（保健センター〉　エアロビクス

診療駈無料健康相談会（3鋳半～5時〉
22（お ほのぼの教室（保健センター）

8㈱1．を・ ほのぼの教蜜（保健センター〉 23㈹ 陶芸教室（一般）

9㈹ 親子陶芸（子供・親・視父母対象） 24㈹

10㈹
チャレンジ湯鳥（歴史〉

子供広場（公民館開放〉

25（β〉・義

11（日〉 真夏の雪まつり（大厳寺高原〉 26㈱

12㈱ 27㈹ 社交ダンス

13㈹1、．祉交ダンス 28㈱ エアロビクス

14㈱
大書家遺墨展～侶段まで（休養村センター）

ニコニコ教塞　　エアロビクス 29㈲
成分献底（役場〉

ほのぼの教霊（保健センター〉

15㈱ 子供体験交流事業28臼まで（出留〉 30㈹
31㈹、・・，

　　　　　　　　　　　　蓋、・
・鞭蹴，一＿・一鱗・灘＿懸齢灘騰灘灘灘難鞭鑛欝灘灘醸騰羅灘灘灘纏鱗i鱗灘灘灘懸　　　　　　羅辮　　　灘難灘懸

欝　　　　　　臨　　　　難　　　灘鱗

懸　　　　　　　　　粥　　　　　　　　灘　　　　　　　麟聲　　　　　雛　　　雛灘

灘
灘

開き

撒

メ4

鵜
蕪
霧
款
柳

　
　
　
　
松
之
宙
購
生
涯
学
習
だ
よ
り
　
公
観
館
　
歌
6
…
2

醐
麗
・
黙
態
嚢
・
　
　
霧
難
霧
蒙
難
灘
嚢
難
鑛
鑛
灘
籔
難
鑛
藥
霧
　
，

鐵
凝
箋
灘
欝
鑓

【
松
之
山
町
民
プ
董
ル
】

　
今
年
も
町
罠
プ
…
ル
の
一
般

闘
放
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
ご
家
族
や
お
友
達
で
ご
利

硝
く
だ
さ
い
。

▼
期
8
　
7
月
王
鷺
（
月
〉
～

▼
時
間
　
午
繭
鐙
時
～
午
後
5
時

嚢騒繕

覇
難
襲

【
楽
し
い
登
山
】

　
6
月
讐
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
今
年
の
登
由
は
「
谷

耀
需
脳
に
登
り
ま
す
。
高
山
植

物
を
楽
し
み
な
が
ら
山
頂
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
、

▼
期
β
　
7
月
週
鷺
（
欝
）

▼
時
闘
　
午
麟
6
時
30
分
集
合

▼
場
務
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

【
う
た
ご
え
サ
薯
ク
ル
】

▼
期
β
第
ま
・
第
3
木
曜
9

▼
時
闘
　
午
後
7
蒔
か
ら

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

顯
欝
灘
繋

【
ゆ
と
り
陶
芸
】

▼
期
β
　
7
月
旛
黛
（
木
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簸
を
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瓢
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夫
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さ
い
。

　2002奪版「ゆとリガイド3
　を醍布させていただきました。

　ぜひご活照ください。

1灘驚湊騰穴運灘禽
　　・7月27iヨ（土）午後

　　・晦属グランドにて開催
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湯罵大運動会より（詳綱P8〉

　　　　　　　　　　　～概要説瞬～　〉P2㈱3

　　　　～今奪度の税額・税率が決まりました～　》P4～5

　　　～山村留学松之由学園を紹介します～　》P6～7

～今月懸から松之由保育斯うさぎ総です～　〉P絡

磯
　葬

灘
麟

繍

難
灘

甲
き
蟄
集
き
き

魂
壌
箏
藁
総
熱
謙
滴
漸
職
緩
幾
蓮
再
魯
黛
》
魑
送
赫
建
鵡
鵡
邸
韓
9
象
鴇
，
軌
，
罎
象
遭
X
q
竈
雛
，
嫡
，
翻
哉

隷
鞘
＼
選
再
魯
碕
漆
軸
礎
滴
黙

おめでた（出生）
み　く

未来ちゃん　佐藤杜助・今蘭さん

　　　　　　　　　　天水越（三枚照〉

おくやみ（死亡）

小野塚健吉さん　72歳　上鍛藏（がに原）

井規　マッさん　87歳上蝦漉（糀麗〉

婁野　トカさん　93歳　湯　出（不老鶴〉

南雲　貞子さん　80歳　松之肉ぐじすけ〉

小環　ノプさん　78歳　湯　山（佐　七）

＊6月工βから6月30沼までの煽餓分です．

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
に』窓臼に1お謡ください、

辮
　　　　　　　6月30臼現筏
総ノ＼口　　3，1三6入　（一8〉

　　男　三，505人（一2）

　　女王，6難入（一6）

鍵帯数　ユ，三〇5戸（一4、）

　　　（）内は莇月との比較

町民憲章　昭測，3年囎定

わたしたちは松之山町観です．郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

町厩の合書葉

　　1、美しい緑と雲の中で
　　　　　　　心豊かな入になろう
　　王、ブナの梢が触れ含うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　創造のカを蕩めよう

温象健繍日

温馳ン9－1 翠の湯

7目 ”・25 345・32

8自 8・22 霊3・30

く診＠∂脅3准⑨暑
　　　　　　　　　　　　　　浦留保育断　うさぎ総

ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　

灘簿灘購

弾絞σ）うεき’｝・麗へ霧つこ、

釜ち食べこるうさ：きち翰こひるご2ろ、

二：9卜uもし、るδモ。

…麗騨i

　　　　　　　　桜萎纏
　　　　　　　　纏

　　　　　　　　ぽふじたにひかりさん　・喬

（よの由・鱗営住密）

難

　　　　　　　峰鄭会（6自qO）む、叡8し、ちゃれが

　　　　　　　ガれぽっこ菱ilっこし、るごこ≧ろちガ’きました。

※浦鐡保溝所は今翻で終了です．次懸からは松之山保麿所に移》ます。

　
巖
近
、
利
胴
し
た
覚
え
の
な

い
携
帯
電
議
請
求
書
が
突
然
届

く
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
甕
し
、

警
察
か
ら
涯
意
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
も
し
も
の
聴
は
次
の

よ
う
に
。

・
安
易
に
支
払
い
を
し
な
い
。

・
相
手
に
紹
介
電
謡
は
絶
鰐
に

　
か
け
な
い
。

・
届
い
た
書
類
は
捨
て
な
い
で

　
保
管
す
る
。

ま
た
、
強
引
な
講
求
を
さ
れ
た

場
合
は
迷
わ
ず
相
談
を
…
…
。

　
役
場
総
務
諜
・
各
駐
荏
勝

　
県
消
費
着
セ
ン
タ
…

　
魏
0
2
5
－
2
8
5
－
4
！
9
6

饗硬鷲華晦馨

　　夏休みが始まりまず。子供達への目くばり

　　気くばりをおねがいします。
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